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作品 1 未来へ続く夢 トヨタ産業技術記念館開館 20周年特別展「喜一郎の夢・その後」展 プロジェク
ションマッピング ①オープニング 






作品 1 未来へ続く夢  ②雲の流れる青空を舞いながら工場に向かう綿のシーン 




  作品 1 未来へ続く夢 柔らかな布は、やがて力強い歯車へと変化する く夢 ④柔らかな布が、 変わっていくシーン 
作品 1 未来へ続く夢  ⑤喜一郎の夢みた AA型乗用車が誕生し、未来の空へと走り始めるシーン 
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作品 3 Tempus Fugit 2013 ②アルミフレックスチューブのオブジェと壁面への投影シーン 
 


























































































































































社会的認知度が高まっている。2015 年 1 月に東京工芸大学が行ったアンケート調査1
によれば、プロジェクションマッピングの社会での認知率は 62.1%であり、10 代・20 代で
は 70%以上に、シニア層にも 45%に認知されている。Google 検索2では、約 2,050,000
件、動画サイトの YouTube は約 113,000 件がキーワード検索できる。 































界や街おこしなどの波及効果を合わせて、2014 年からの 2 年間で 29 倍にまで膨らむ
との試算も出ている。しかし、2016 年現在、プロジェクションマッピングの流行は終わっ




























































































































































































































タは、一般にプレゼンテーションなどで使われているような民生用の 2,000 lm 程度の






では、業務用の 20,000 lm 以上の高照度のプロジェクタを用いることが多い。業務用の
国内シェアをみると、民間調査会社の 2012 年での調査18によれば、アメリカに本社が
あるクリスティ・デジタル・システムズ株式会社が 41％、バルコ株式会社が 39 パーセン
















1994 年に初めて発売した ELP-3000 の定価が 898,000 円 であった。照度も 250 lm
で、現在は 3000 lm 程度の明るさの機器が主流である事を考えると、かなり暗いもので
あったことがわかる。2002 年に発売された ELP-730(2,000lm)は 1.9kｇと軽量で現行の
バイルブロジェクタに近い性能であるが、定価は 548,000 円 であった。現在では、より








antymark は MadMapper、Resolume Arena、GrandVJ+video Mapper、VDMX5 をあげて
いる21。MadMappe は、スイスにある GarageCUBE 社と映像クリエーターである 1024 
Architecture が協力して開発を行っており、初心者から専門家まで使えるソフトウェア





図 2-2 HDQ-2K40（写真提供：Barco） 図 2-3 EB-X31（写真提供：エプソン販売） 
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Max6、vvvv、openFrameworks があげられる。カナダの Derivative 社が開発した 
Touch Designer は、アラブ首長国連邦建国 40 周年記念として行われた、「Sheikh 



























国内で最も多く使用されているメディアサーバーとして antymark は、Pandoras Box、
Ai media servers、Catalyst、Watchout、Light＆IMAGE をあげている。Christie Digital 
Systems 社の子会社である Coolux 社製の Pandoras Box Media Server［図 2-4］では、
3D オブジェクトジオメトリ補正をリアルタイムに行うことができる。この 3D ジオメトリ補正





Avolites 社製の Ai media servers［図 2-5］は、ロンドンオリンピックで使用された。
MILERUNTECH 社製の Catalyst［図 2-6］は、Mac ベースのソフトウェアである。














歴史は古く、17 世紀に遡る。Athanasius Kircher と Christiaan Huygens）が、発明に貢
献したといわれるマジック・ランタン(幻燈)は、レンズとランタンの灯りを用いてスライドの
図 2-4 Pandoras Box Media Server 
（出典：http://www.coolux.de/products/pandorasboxserver/） 
図 2-5 Ai media servers(Infinity RX 8) 
（出典：http://www.avolites.com/products/vide） 
図 2-6 Catalystのソフトウェアキー 
（出典：http://mrte.jp/catalyst.html） 


















Brett Jones は、1969 年にアメリカのウォルト・ディズニー社のアトラクションである「ホ
ーンテッドマンション」で、胸像に歌う幽霊の顔を 16 ㎜フィルムで投影したのがはじまり








図 2-8 マジック・ランタン 
（出典：アタナシウス・キルヒャー『光と影の大い
なる術』第 2 版） 








明である。しかし、調査の過程から同作品はフランスの ETC AUDIOVISUEL 社製のス























2-5 プロジェクションマッピングの現状  




Brett Jonesは、「projection mapping」、「video mapping」、「spatial augmented reality」













また Brett Jones によれば、projection mapping という言葉は、グーグル検索では
2007 年以前には現れないと述べているが37、これは現代のプロジェクションマッピング
と同じ意味に捉えた場合であると考える。筆者の調査では、1948 年に書かれた数学者







ンマッピングを用いた作品が、2009 年 5 月から一般に公開されている。新聞紙面では、
2011 年 3 月 11 日の朝日新聞朝刊に江戸古町祭りの記事にプロジェクションマッピン




図 2-10 projection mapping、video mapping、spatial augmented reality のグーグルトレンド検索推移 


































































Facebook などのソーシャルネットワーキングサービス(social networking service)を通じ
て、自らがメディアで情報を送受信することができ、それが口コミで広がって更なる興




































































































出来事が、2012 年 9 月の「TOKYO STATION VISION」であると仮説をたて、それを踏


































筆者はまた、先に述べた Google Trends を用いて、2009 年から 2016 年 11 月 30 日
までの「プロジェクションマッピング」というキーワードで、人気度の動向調査を行った
［図 3-2］。その分析結果から、横ばいであったグラフの山が急に高くなり、はじめて検










この 2012 年には 11 月にカレッタ汐留「リュミエの森」、12 月に「東京ミチテラス 2012」
などのプロジェクションマッピングが相次いで開催されており、日本におけるプロジェク
ションマッピング元年ともいえる年であったともいえる。また、年度を追ってグラフを見る











図 3-2 Google Trends での「プロジェクションマッピング」人気度の動向 (出典：筆者作成) 
図 3-3月別制作事例数 (出典：筆者作成) 
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表 1 映像分野 
図 3-5 制作目的の分類 （出典：筆者作成） 
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開催期間：2012年 9月 22日、23日 
上映場所：東京駅丸の内駅舎（東京都千代田区） 
  
2012 年 9 月、映像スペクタクルショー「TOKYO STATION VISION」が開催された50。
リニューアル工事で大正時代の創建当時の姿によみがえった、ルネサンス様式の煉
瓦づくりの東京駅舎をスクリーンに、「時空を超えた旅」をテーマとして映像が投影され
た［図 3-6］。高精細な CG 映像で表現され、鉄道の歴史と未来をめぐる光景が、








開催期間：2011年 12月 16日～18日、 12月 22～25日 
上映場所：万博記念公園（大阪府吹田市千里） 
 























図 3-8 イルミナイト万博 2016 
（写真提供：タケナカ） 
図 3-7 イルミナイト万博 2011 
（写真提供：タケナカ） 
 図 3-10鶴ヶ城プロジェクションマッピング 



















開催期間：2009年 5月 3日開館 常設展示 
上映場所：静岡市治水交流資料館「かわなび」（静岡県静岡市） 
 






像が、シーンごとに変化する [図 3-11]。 
筆者は、館全体の映像プロデュースとプロジェクションマッピングを用いた投影映像
の制作、および一部のメイン映像コンテンツの制作を担当した。 












作品名：SUBARU Our gratitude to the Shinjuku area 
クライアント：富士重工業株式会社 
企画・制作: 株式会社ロボット、株式会社ピクス 












バル車の展示も行われていた。こうしたビルの歴史をふまえ、建物の 4 階から 9 階の
168 枚の窓を利用して各窓に車が現れ動きまわる様子が映し出され、作品の最後には、




作品名：The Waterfall on Audi R8 「teamlab exhibit at Audi Forum Tokyo」 
クライアント：Audi Forum Tokyo  
企画・制作:チームラボ株式会社 
開催期間：2013 年 12 月 19 日～2014 年 1 月 5 日 















制作: BOT & DOLLY 
エグゼクティブプロデューサー：Bill Galusha, Nick Read 
エグゼクティブクリエイティブディレクター：Jeff Linnell 
開催期間：2013 年 9 月 24 日公開 
上映場所：YouTube 
 

















作品名：OMOTE / REAL-TIME FACE TRACKING & PROJECTION MAPPING 
制作:浅井宣通(プロデューサー/ディレクター/テクニカルディレクター) 










図 3-14 OMOTE/REAL-TIME FACE TRACKING 
& PROJECTION MAPPING（写真提供）浅井宣通 












































マッピングを楽しむ玩具「ハコビジョン」［図 3-22］を 2014 年 1 月に発売した69。スマー
トフォンの画面を光源として、8.5cm の箱のなかにある半立体のフィギュアに映像を投
影する仕組みで、日本おもちゃ大賞 2014 のイノベイティブ・トイ部門の大賞を受賞し
た。2014 年 11 月には株式会社セガ（社名変更し現在は株式会社セガ・インタラクティ
































































































































(A8) CG 制作 




































テクニカルディレクター  立体物に合わせて映像を投影する技術者 
映像テクニカルエンジニア プロジェクタの設定や操作担当 
音響テクニカルエンジニア 音響の調整や送出担当(PA) 







































































準備 内容 制作 記念館 備考
場所 投影場所(屋外・屋外・雨天） □ □


































































































































































































































































































































のため、機材の長期のレンタルが難しく設営・準備 1 日、プレビュー1 日、本番 2 日の




プロジェクタは、3 壁面に各 2 台ずつの映像をブレンディング投影し、計 6 台を連動
させて上映している［図 5-6］。ブレンディング投影とは、複数のプロジェクタを投影した
時に、映像が重なった部分がわからないように繋ぐ技術のことである。 
投影時には送出用 PC の仕様に合わせて、壁ごとに映像を 3 つに分割して 3 ストリ
ームの投影映像データとした。投影映像は、プロジェクションマッピングソフト Resolume 
Arena で壁面の形状に合わせた補正を行い、コントロールルームのメディアサーバー
から LAN ケ―ブルで出力し、業務用ＨＤ高照度プロジェクタへ配信した。。 
また本作品では効率化を考えて、テクニカルエンジニアにマスクの作成を依頼した。




映像制作のために使用した機器とソフトウェアは、3ds Max、Adobe After Effects、
Edius［図 5-7］である。3 壁面（正面壁、左右壁）がシームレスに繋がりながら動くことを
目的として、建物の図面をもとに投影時の位置を考慮しながら、4646×1080 ピクセル
サイズの 1 つの映像としてレンダリングを行い、約 7 分間のフル 3DCG アニメーション
を制作した。 
























本番の上映イベントは、12 月 6，7 日の 2 日間、17：40 からと 18:10 の 2 回、250 名
づつの定員で計 4 回の作品上映が行われた。1,000 名以上が鑑賞に訪れて盛況とな
り［図 5-11］、記念館側からも成功であるとの評価を得ることができた。また、新聞78や
図 5-8投影準備を行う技術スタッフ 図 5-7映像制作の様子 




また、本番前日の 12 月 5 日には試写会が行われ、企業、市町村職員、科学館、博
物館、大学やマスコミ関係者などが来場した。鑑賞者から回収したアンケート［図 4-7］
の結果では、作品［5-12、5-13、5-14、5-15］を見た評価は、「とても良い」、あるいは










図 5-12レンガの壁に現れる喜一郎のシルエット 図 5-13綿が空を飛びながら工場に集まってくる 
図 5-14布が自動車の歯車に変わっていく 図 5-15トヨタ AA型車が空へと走り出す 
 73 
 
























































Pandoras Box Media Server などのシステムを使用すれば、立体物の形状にリアルタイ
ムでプロジェクションマッピングを行うことができる。しかし、現状では、1 日当たりのレン
タル費が 25 万円80と高価であるため使用できる事例は限られ、そのため多少機能は限



















































ブオブジェが設置される前［図 6-8］に、プロジェクタから 1920×1080pixel のサイズの
図 6-5壁面マスク作成フロー 












































































図 6-8プロジェクタ位置から撮影した画像 図 6-9グリッド画像 
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分け、撮影画像の三角形［図 6-18］内の画像をグリッド画像の三角形 [図 6-19]に一
致して収まるように変形する。 
図 6-15アルミフレックスチューブ 
図 6-17グリッドを投影 図 6-16グリッドの格子点 
図 6-18三角形に分割 図 6-19グリッド画像 
 80 
 














図 6-20プログラムで作成されたマスク 図 6-21マスク部分だけに投影された映像 





























ョンである。第 6 章で開発した新たなプログラムを活用して、「現代美術 in とよはし」展




展覧会 1：あいちトリエンナーレ地域展開事業展 「現代美術 in とよはし」 
会期：2012 年 1 月 17 日～2 月 19 日 
作品名：「Tempus Fugit ―時は飛ぶように速く―」 
制作年：2012 年 
材質/機材：アルミフレックスチューブ/PC、液晶プロジェクタ EB-1730W、(3,000 
lm)、映像解像度 1320×800 pixel 
技法：アルミチューブオブジェへのプロジェクションマッピング 
寸法：700×500×260cm
展覧会 2：蒲郡市生命の海科学館企画展  
「SAISEI 再生・最盛・彩醒 ～融合するアート＆テクノロジー～」 
会期：2013 年 7 月 20 日～9 月 23 日 
作品名：「Tempus Fugit2013 ―時は飛ぶように速く―」 
制作年：2013 年 
材質/機材：アルミフレックスチューブ/PC、DLP プロジェクタ WX3340（3,000 lm）






























ージが固まったところで、Autodesk 3ds Max を使い CG アニメーションを作成する［図
7-4］。④展示会場内にグリッド画像［図 6-9］の投影を行い、プロジェクタの位置からデ















図 7-3「Tempus Fugit」の制作フロー 
提案したプログラムを活用 







のマスクを、Adobe Photoshop を用いてすべて手作業で行ったが、1 本あたりおよそ 4
時間程度の時間が掛かっていた。しかし、本プログラムの導入により、30 分程度で修




























展覧会 1：蒲郡市生命の海科学館「SAISEI 再生・最盛・彩醒 ～融合するアート
＆テクノロジー」展（図録作品 2-1） 
投影：解像度 1320×800 ピクセル、液晶プロジェクタ EB-1730W（3,000 lm）、 
会期：2012 年 1 月 17 日～2 月 19 日 
展覧会 2：愛知県立芸術大学サテライトギャラリー（図録作品 2-2） 
投影：解像度 1920×1080 ピクセル、DLP プロジェクタ WX3340（3,000 lm） 
会期：2013 年 12 月 12 日～22 日 
寸法：250×100×60cm 
 















































































































出来上がった模型の形状を参考に、25 倍に拡大して 250×100×80cm の大きさの三
面図を作成した。 
図 7-12 ビデオカメラと丸く穴をあけた箱 
図 7-13キャッチライトを入れて撮影した左眼 
図 7-14トレースした輪郭線 



















の表面に FRP 樹脂を塗り強度を高め、オブジェを作成している[図 7-20]。 
 
図 7-16発砲ウレタンの削り出し 






考といった抽象的で、形の無いものを映像化するために、Autodesk 社の 3dｓmax を用
いて、直線や曲線などから CG アニメーションを作成した。また、自身の脳のなかで知
識や思考、イメージがつながり、新しい発想や作品が生まれていくことを表すために、




Z は複素平面上の座標、C は初期値、また複素平面上の座標のうち、実数部を x 座


























図 7-24上部からグリッド投影 図 7-23グリッド画像 図 7-25プロジェクタ位置からの撮影画像 





























































第 8章 結論 
























































































































































































































カワサキハロウィン 2011 ラ  チッタ
デッラ 
神奈川県川崎市川崎区小川



















（株）NTT ドコモ （株）プリズム 
2011/11/10
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工場と遊園地 in 札幌 























































20125/12～ ティップ. クロス TOKYO 新宿 















































WATER WORKS 2012 
東京都港区赤坂 9-7-1（東京
ミッドタウン） 
東京ミッドタウン   
2012/7/20～
8/12 
























































































































































































































































































au by KDDI きゃりーぱみゅぱみゅ





















































































































兵庫県姫路市本町 68 姫路市役所 （株）タケナカ 












六本木ヒルズ 10 周年～LOVE 
TOKYO～「TOKYO CITY 
SYMPHONY」 











三菱地所（株） COSMO AV 
2013/6/1～
9/1 
























The Miracle of The Paradise～楽園
の奇跡～ 







（株）長寿荘   
2013/7/7 
PROJECTION MAPPING 
JOURNEY!!! 2 - 龍の住む谷 - 
東京都渋谷区神宮前 2-22-2




































































































































（株）セガ （株）丹青社  





















































































































































































TRANS CITY FEAT. HATSUNE 
MIKU 
大分県別府市山の手町 1-53 別府市 （株）プリズム 
2013/11/15
～2014/1/6 
USJ 天使のくれた奇跡Ⅱ The Song 
















































































Audi Forum TOKYO 「The Waterfall 

















































































































































































ピオレ姫路 1 周年 Rhizomatiks 
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「Light & Nature 〜Photography and 
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In recent years, projection mapping has become an influential producer 
of visual content and recognition of this has been increasing. Projection 
mapping is a technique that makes the projection of a moving image onto 
solid objects by means of projectors and by mapping the projected image onto 
the solid shape. 
In this paper, a new check sheet and workflow are developed, as well as 
a systematic method of management to solve production problems. The 
management and a method of production of projection mapping are proposed. 
The usefulness of the method is verified and shown in the production process 
of the exhibition “Dreaming the Future.” A mask automatic generation 
program has been developed to match an image to the shape of a three-
dimensional object to support technical producers as they face technical 
problems. This program has been practically applied in the video installation 
work “Tempus Fugit” at the aforementioned exhibition, as well as “What Is 
My Left Eye Looking At?” Projection mapping has shown its usefulness as a 
new video design method. 
With growing awareness in society, the demand for implementing 
projection mapping as event, content business, or expressive activity is 
rapidly increasing. However, studies of how it operates, such as production 
processes and problems in implementation, have not yet been clarified. It is 
extremely difficult for researchers to directly appreciate and collect surveys 
and information. To connect projection mapping, which is past its dawn, to 
further developments and applications in the future, the image must be 
studied from both the production side and the technology side, and video must 
be designed as a new expression. 
As far as research, it is clear that a list of cases of production including 
information on date, place, and title, as well as titles of the works screened in 
time series, has not been created. For this reason, a detailed case study was 
conducted on survey data from 2011 to 2014, which created a list of production 
examples of this type of work. From the analysis of more than 200 cases and 
a number of keyword searches, it was found that the number of productions 
rapidly increased from 2011 to 2013. 
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To solve the production problem of projection mapping, it is necessary 
to systematically show the projection design method and production process, 
which has not yet been sufficiently clarified. Thus, an efficient operation 
management method and check sheet has been developed. In addition, the 
proposal method is shown in the exhibition “Dreaming the Future” at the 
Toyota Commemorative Museum of Technology, and the effectiveness of 
projection mapping is demonstrated. A check sheet is proposed for creators 
and, in this paper, usefulness of the proposed check sheet for the planning, 
concept, work and management. Necessary practices in the background of 
implementation, such as projection design, equipment, and the composition 
of staff necessary to realize medium-scale screening events, demonstrated the 
usefulness of the proposed method for smooth operation. 
As for technical problems, it is clear that distortion and image correction 
are a necessary technique for adapting to the shape of a three-dimensional 
object. In order to solve this technical problem, new mask automatic 
generation software has been proposed and developed in order to project an 
image onto a three-dimensional model with a free-form surface and plane. 
This software can extract the shape of a wall surface and the shape of an 
aluminum tube object and project the image onto an arbitrary surface.  
The developed method was used for in “Tempus Fugit” and “What Is My 
Left Eye Looking At?” and the program that was developed was verified. This 
work was produced based on the newly proposed method and demonstrated 
its usefulness. Much projection mapping work done so far is based on methods 
for projecting images on existing buildings and three-dimensional objects, but 
the proposed method enables the creator to project an object not only on 
existing building and three-dimensional objects but objects made by the 
creator him- or herself. Thus, this new method to utilize projection mapping 
for the production of video installation shows possibilities of new expression. 
 
